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１２６ 髭男の職業は何《聖マタイの召命》 

   ズバリ言うなら両替商だ 

２０２４ 

真鍋友範 

               

《聖マタイの召命》１６００カラヴァッジョ 

＊髭男の黒い帽子の横のコインに注目 

 

１ 髭男の職業 

ローマ帝国時代の両替商は、キリスト教の考えではユダヤ人の従事する罪深

い商売だ。 

また、ローマ帝国下で税金の徴収に従事した収税史も同様に罪深いとされた。 

 

さて、髭男の職業を示すサインは、黒い帽子にあるコインだ。 

素直に解釈すると金融業、つまり当時なら両替商ということになりそうだ。 

両替用の予備コインをわざと帽子に取り付けているのは、その為の準備であ

ろう。 

 

つまり、この髭男は、収税人ではない。両替商を営む一族の長であろう。 

 



 2 

          

       《両替商夫妻》１５３９ マリヌス・ファンベルソン 

＊当然ながら、両替商にとって、コインは職種を象徴するサインそのものだ。 

 

 過去にも、両替商は、コインに手を触れている姿や、コインの計算に取り組

む姿で描かれることは多い。仕事上の重要な身体動作だからだ。 

 

         

＊髭男の帽子には、両替商を象徴するコイン。また手元のコインを 

支払う動作は、典型的な当時の両替商の動作だ。 

 

この場面は、右手でコインを数えて支払っていたところに、イエス一行が突然

現れた為、左手でイエスに、「お探しの人は、私ですか、それとも隣の眼鏡の収

税史ですか」と質問した場面だ。 

そうなると、腰に剣をさして背をこちらに向けて腰掛ける若者は、もう一人の

若い男とともに、両替商のボディーガードであろう。 
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この場面では、典型的な当時のユダヤ人の営む職業とされた両替商や、ローマ

帝国のために代理で税金を収税するユダヤ役人が登場しているのだ。 
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眼鏡の聖マタイトップページへ 

https://renaissance-baroque.art/125.pdf
https://renaissance-baroque.art/127.pdf
https://renaissance-baroque.art/

